























































































































































































習環境などに関する心配。②清輝から手紙が来て安心したこと。③日本の家族・親類・知人の近況報告。④フランスでの清輝の現在の写真送付を求め、日本にいる家族の写真をフランスへ送ること。そして、⑤清綱と清輝間での意思疎通の仲介・口添えというように整理される 中には、成長して帰国した清輝 対して、次 ような母息子間 微笑ましいやりとりも確認される。



























おまへのこちらにおいやるうちぢやつ か、父上様のおふきくあぶらゑをたかはしとゆうひとにかいておもらいなさつたが、そのかひたのが父上様へすこしもにらずして、 又こないだきてよくなをしましよふとゆうてなをした れども、どう いけなひからおまへのおとつさんをかいておくりやつたのを、おとつさんがたかはしとゆうあぶらへかきにおみせなされ候へば、ま事ニ
〳〵
ならハ

































































































又まつがたさんのおせわでうへべるさんとゆううちへいくようにないやつたそうな、そこのおかみさんがしをらしくしてくれるよし、大きにしやハせな事であります のうゑべる とゆう人ハにほんじんの ななでハなひが、ど
黒田清輝関係資料 0（-00（-0（（部分）

















































































































































































































































① 1884 年（明治 17年）2月 1日東京発。3月 18日パリ着。
清輝滞佛中の東京留守宅日記（（（（（ 年 （ 月 （（ 日～ （
月 （（ 日）
①パリの清輝からの初の来信への返信。②脚気の具合
を尋ねる。③ （ 月 （ 日からの日記は後便で送る。④鼻
拭きを御前となおよんさん（注：橋口直右衛門）に送
る。⑤みんなで清輝のパリ到着のお祝いをした報告。





































（ 月 （（ 日 パ リ 投





（ 月 （ 日パリ投函、
（ 月 （（ 日 東 京 着
清輝書簡（存在不
詳）への返信。⇒
　（ 月 （0 日 に パ
リ 到 着。 そ れ を
受 け て （ 月 （（ 日
清輝が返信（『清





























（ 月 （ 日パリ投函、


















































































（ 月 （ 日パリ投函、
（ 月 （ 日パリ投函
東京着日不詳清輝
書簡への返信。
（ 月 （（ 日 パ リ 投
函、東京着日不詳
清 輝 書 簡 へ の 返
信。
（ 月 （ 日パリ投函、




本 信 は 推 定 で き
ず、追伸部分のみ。
（ 月 （（ 日 パ リ 投
函、（ 月 （ 日東京





（ 月 （ 日パリ投函、










































































































（ 月 （0 日投函、（
月 （（ 日東京着清
輝書簡への返信。
（ 月 （ 日・（（ 日投
函、（ 月 （（ 日 東
京 同 着。（ 月 （0












































（ 月 （（ 日 投 函、






































































て大変安心。⑤ （ 月 （（ 日夜に東京の黒田邸に泥棒の
被害と顛末。
（0 月 （（ 日 投 函、
（（ 月 （（ 日東京着
清 輝 書 簡 へ の 返
信。
（0 月 （（ 日 投 函、










（ 月 （（ 日投函、（
月 （（ 日東京着の
































（ 月 （（ 日投函、（
月 （（ 日東京着　（






















































（0 月 （（ 日京都投





麩 屋 町 澤 文 逗
留。




























































































































































（（ 月 （0 日京都投
函、（（ 日 東 京 着
の清輝書簡への返
信。
（（ 月 （（ 日京都投






















（（ 月 （（ 日京都投
函、東京着不詳の
清 輝 書 簡 へ の 返
信。
― （（-0（（
（（ （（（（（（（（ ①京都滞在中の清輝に必要品の事を尋ねる。 ― ― 0（-0（（



































（（ 月 （（ 日京都投
















































① （（ 月 （（ 日新橋へ着。すぐに返事も出来ず詫び。②
絵の方もだんだんできるようで安心。③今の住まいの
方に父上様がいらっしゃるまでは寝泊りの由で良い事
である。④今日早々 （00 円受取、（0 円は送る。⑤清
輝の写真が出来次第欲しい。⑥都合のよい時そらまめ
の名物も送って欲しい。
（（ 月 （ 日 京 都 投






















































⑧ 1898 年（明治 31年）
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